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西大滝ダム減水区間、
宮中取水ダム減水区間における

令和６年度モニタリング調査結果の
まとめと評価
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野沢温泉観測所における令和6年度の夏季高水温期の期間合計降水量は過去3番目に
少なく、夏日日数は過去最高と同程度に多く、真夏日日数および日照時間は平年並
みであった。
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１．夏季高水温期の気象
1-1．西大滝ダム減水区間

平年より多い（1～10位）

平年並（11～20位）

平年より少ない（21～30位）

注1）グラフは気象庁の野沢温泉観測所における観測データから整理した。
注2）各年のデータは夏季高水温期（7/26～9/5）における観測値を整理したものであり、区分

は過去30年間（1991～2020年）の同時期のデータを順位により3区分したものである。
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十日町観測所における令和6年度の夏季高水温期の期間合計降水量は過去2番目に少
なく、日照時間は平年並み、夏日日数は過去最多、真夏日日数は過去4番目に多
かった。

平年より多い（1～10位）

平年並（11～20位）

平年より少ない（21～30位）

注1）グラフは気象庁の十日町観測所における観測データから整理した。
注2）各年のデータは夏季高水温期（7/26～9/5）における観測値を整理したものであり、区分

は過去30年間（1991～2020年）の同時期のデータを順位により3区分したものである。
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１．夏季高水温期の気象
1-２．宮中取水ダム減水区間
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平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成27年平成26年 平成28年

2471.67 1724.21 1942.00 1718.311591.64 2885.00

平成29年

２．放流量
2-1．西大滝ダム日平均放流量

河川維持流量 20㎥/s以上の放流を行っている。

注1）平成22年度は試験放流が行われているため、河川維持流量(20㎥/s)を下回っている場合がある。
注2）東日本大震災に伴い、国土交通省北陸地方整備局長からの指示により、平成23年3月14日～4月30日の間で取水制限流量を0.26㎥/sに低減した。
注3）令和元年の5/28～9/6は発電所トラブルとゲート損傷により一時取水停止し、これに伴い6/4～8/9の間は放流量のデータが欠測となった。また、11/27～11/30の間

は発電所作業に伴い一時取水停止し、放流量のデータが欠測となった。放流量データ欠測期間については西大滝ダム直上流の照岡測水所流量データにより補完している。
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飛び出し値
H23.5.12
H23.5.30
H23.9.22
H25.9.16
H25.9.17
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平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

2215.55
1519.74 1767.81

平成28年

2910.47

2060.98

平成29年

3937.66 1616.54

0

250

500

750

1000

1250

1500

1/1 4/1 7/1 10/1 1/1 4/1 7/1 10/1 1/1 4/1 7/1 10/1 1/1 4/1 7/1 10/1 1/1 4/1 7/1 10/1 1/1 4/1 7/1 10/1 1/1 4/1 7/1 10/1

流
量

（
m

3 /
s）

平成30～令和6年 宮中取水ダム放流量（日平均流量）

平成30年 令和元年（平成31年） 令和2年 令和3年 令和4年

1595.93 1836.94 6247.81 1715.98 4020.592330.46

令和5年

1608.23

令和6年

1755.73 1526.46

4
※東日本大震災に伴い、国土交通省北陸地方整備局長からの指示により、平成23年3月14日～4月30日の間で取水制限流量を7 ㎥ /sに低減した。

河川維持流量 40㎥/s以上の放流を行っている。

２．放流量
2-2．宮中取水ダム日平均放流量
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西大滝
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宮中取水
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十日町

津南

長野

妙見堰

十日町橋

栄橋

川井大橋

：水温実測地点
：水温計算地点
：気象観測所

３．河川水温 3-1河川水温と気象の比較（宮中取水ダム減水区間）
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【降雨の状況(長野観測所)】 降水量の合計(mm)

水温回帰モデルにより十日町橋、栄橋、
川井大橋の河川水温(日最高水温)を計算
した。
3地点において日最高水温(計算値)が
28℃を超えた日は、計12日（8/3～24
のうち12日）であった。
当該日は宮中取水ダム魚道での水温が
高く、かつ晴天が続いていたため、日
最高水温（計算値）が28℃を超過した
と考えられる。
川井大橋の日最高水温(実測値)が28℃
を 超 え た 日 は 、 計 5 日 （ 8/3 ～
5,14,15）であった。

十日町橋（計算値）          ○ ○              ○     ○             
栄橋（計算値）         ○ ○ ○    ○     ○ ○    ○  ○  ○ ○             
川井大橋（計算値）         ○ ○ ○    ○  ○   ○     ○ ○ ○  ○ ○             
川井大橋（実測値）         ○ ○ ○         ○ ○                      
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注）宮中取水ダム魚道では、水温が28℃を超えた日はない。
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３．河川水温
3-2 河川水温の経年比較（日最高水温が２８℃を超えた日数）

6

令和6年度の水温回帰モデルで計算した日最高水温が28℃を超えた日数は、調査区間全体で
みると12日であり、平年並みであった。

注1）宮中取水ダム下流では、日最高気温（十日町観測所）が31℃以上となる日数が増加すると、最高水温が28℃を超える日数が増加する傾
向がみられたため、31℃を基準値として評価している。

注2）調査区間全体の日数は、十日町橋、栄橋、川井大橋のうち、いずれかの地点で日最高水温が28℃を超えた日を計数したものである。
注3) （括弧）は水温回帰モデル（第32回協議会）で計算した日最高水温が２８℃を超えた日数
注4） R2,3,5,6年度に水温実測が実施されていない十日町橋はH22～R1、R4の平均、R3～6年度に水温実測が実施されていない栄橋はH22

～R2 の平均、R2～R5に水温実測が実施されていない川井大橋はH22～R1の平均、調査区間全体はH22～R2、R4の平均

日最高気温が

31℃以上の日数注1)

H22年度 33 7 (11) 21 (20) 10 (18) 22 (20)

H23年度 13 0 (6) 3 (7) 1 (6) 3 (7)

H24年度 34 22 (16) 23 (23) 19 (22) 23 (23)

H25年度 13 7 (12) 9 (13) 8 (13) 9 (13)

H26年度 15 0 (0) 5 (4) 4 (2) 5 (4)

H27年度 15 1 (7) 12 (10) 11 (10) 12 (10)

H28年度 23 2 (4) 9 (7) 3 (5) 9 (7)

H29年度 8 0 (0) 2 (1) 2 (0) 3 (3)

H30年度 19 0 (7) 9 (12) 9 (11) 10 (13)

R1年度 23 4 (11) 12 (14) 15 (14) 15 (14)

R2年度 25 実測なし (4) 7 (15) 実測なし (10) 7 (15)

R3年度 18 実測なし (7) 実測なし (8) 実測なし (8) 実測なし (8)

R4年度 18 1 (4) 実測なし (6) 実測なし (6) 1 (6)

R5年度 42 実測なし (28) 実測なし (37) 実測なし (34) 実測なし (37)

R6年度 26 実測なし (4) 実測なし (10) 5 (11) 5 (12)

H22∼R5の平均注4） 21.4 4 (8.4) 10.2 (12.6) 8.2 (11) 9.9 (13)

年度
日最高水温が28℃を超えた日数注3）

十日町橋 栄橋 川井大橋 調査区間全体注2)



川井大橋
日最高水温
（実測値）
［℃］

川井大橋
日最高水温
（計算値）
［℃］

誤差
（計算値－
実測値）
［℃］

宮中取水ダム
魚道
7時水温
［℃］

宮中取水ダム
7時～17時
平均放流量

［m3/s］

アメダス
十日町
7時～17時
合計日照時間
［時間］

8/3 28.1 28.1 0.0 23.9 62.48 9.0

8/4 28.9 28.9 0.0 24.9 62.48 7.8

8/5 28.2 28.8 0.6 25.2 61.58 5.2

8/14 28.4 28.4 0.0 24.7 62.39 5.5

8/15 28.6 27.8 -0.8 24.6 118.76 4.9

実測値と計算値の比較 水温回帰モデルへの入力値

日付

３．河川水温
3-3 水温回帰モデルの経年による適用性の検証
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水温実測値が28℃を超えた日の計算値との比較（川井大橋）

日最高水温の実測値と水温モデル計算値比較

R² = 0.807
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令和 6 年度の夏季高水温期（7/26～9/5）の川井大橋の日最高水温について実測値と計算値を比較した。
実測値と計算値には有意な相関関係が認められ、誤差は-1.3℃∼+1.1℃の範囲であった。
日最高水温（実測値）が 28℃を超えた日の誤差は-0.8℃～＋0.6℃以内で再現されており、水温回帰モデ
ルの一定の精度が確認された。

r=0.90
n=42
自由度=n-2
t=12.93
P=0.006<0.05

水温回帰モデル【川井大橋】

WTKw＝5.0516＋0.9431×WTGy7－0.5101×Loge(Q7-17) +1.1460×Loge (1+Sun7-17)WTKw：川井大橋 日最高水温[℃]，WTGy7：宮中取水ダム魚道 7時水温[℃]Q7-17：宮中取水ダム 7時～17時の平均放流量[m3/s]Sun7-17：アメダス十日町 7時～17時の合計日照時間[hr]

相関の強さ相関係数（r）
強い正の相関0.7 ≤ r ≤ 1.0
正の相関0.4 ≤ r ≤ 0.7

弱い正の相関0.2 ≤ r ≤ 0.4

ほとんど相関がない-0.2 ≤ r ≤ 0.2

弱い負の相関-0.4 ≤ r ≤ -0.2

負の相関-0.7 ≤ r ≤ -0.4

強い負の相関-1.0 ≤ r ≤ -0.7

相関係数と相関の見方
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４．令和６年度 モニタリング調査結果のまとめと評価

【河川水温】

宮中取水ダム減水区間における水温回帰モデルで計算した日最高水温が28℃を超えた日数は、調査区間全
体でみると12日であり、過年度（平成22年度～令和5年度）の平均より超過日数が少なかった。

令和6年度の夏季高水温期の川井大橋の実測値と水温回帰モデルの計算値を比較した結果、日最高水温（実
測値）が28℃を超えた日の誤差は-0.8℃～＋0.6℃で再現されており、水温回帰モデルの一定の精度が確認
され、過年度の計算結果と同様の傾向であった。


